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西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
漢
文
注
記
の
記
入
年
代

朴

賢

本
稿
は
、
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
見
え
る
漢
文
注
記
の
記

こ
ん
こ
う
み
よ
う
さ
い
し
よ
う
お
う
き
よ
う

入
時
期
を
明
確
に
し
、
そ
れ
か
ら
漢
文
注
記
の
記
入
事
情
を
検
討
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
問
い
の
始
ま
り
：
春
日
政
治
氏
の
「
本
点
」
は
ど
こ
ま
で

を
含
む
か

西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
（
全
十
巻
、
以
下
「
西
大
寺
本
」
）
は

天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
の
願
文
を
持
つ
奈
良
写
経
で
あ
り
、
全
巻
に

稠
密
な
訓
点
が
記
入
さ
れ
て
い
る
有
名
な
訓
点
資
料
で
あ
る
。
そ
の
訓
点

の
う
ち

（
一
）

、
最
も
重
要
な
も
の
は
天
長
（
八
二
四
～
八
三
四
）
頃
と
さ

れ
る
平
安
初
期
の
白
点
（
白
墨
に
よ
る
訓
点
）
で
あ
り
、
国
語
学
的
価
値

は
極
め
て
高
い
。
こ
の
平
安
初
期
点
に
対
す
る
国
語
学
的
研
究
は
、
春
日

政
治
氏
の
名
著
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』

（
一
九
四
二
、
以
下
『
最
研
』
）
の
刊
行
を
も
っ
て
大
成
さ
れ
た
。

西
大
寺
本
の
白
点
を
そ
の
内
容
や
記
入
位
置
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
四

分
で
き
る
。

①
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
（
本
文
）
〔
直
接
国
語
の
読
み
を
示
す
〕

②
訓
字

（
二
）

（
行
間
や
欄
外
）〔
国
語
の
読
み
に
関
わ
る
〕

③
科
段
注
記

（
三
）

（
行
間
や
欄
外
）
〔
漢
文
。
国
語
の
読
み
に
殆
ど
関

わ
ら
な
い
〕

④
語
句
解
釈

（
四
）

（
行
間
や
欄
外
）
〔
漢
文
。
国
語
の
読
み
に
殆
ど
関

わ
ら
な
い
〕

右
の
よ
う
に
西
大
寺
本
の
白
点
に
は
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
の
ほ
か
、
行
間

や
欄
外
に
記
入
さ
れ
た
漢
文
注
記
（
②
③
④
）
も
全
巻
に
わ
た
っ
て
見
ら

れ
る
。
②
は
本
文
の
訓
読
に
関
わ
る
た
め
、
『
最
研
』
の
読
み
下
し
文
に

す
べ
て
反
映
さ
れ
て
い
る
。
③
④
の
場
合
、
原
漢
文
理
解
の
助
け
に
は
な

る
が
、
国
語
の
読
み
に
直
接
関
わ
ら
な
い
場
合
が
殆
ど
で
あ
る

（
五
）

。
た

だ
し
、
③
④
の
一
部
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
国
語

の
資
料
に
な
り
う
る
。
結
果
的
に
、
『
最
研
』
の
研
究
対
象
は
①
②
の
ほ

か
、
③
④
の
中
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
も
含
ん
で
お
り
、
春
日
氏
は
こ
れ

ら
を
合
わ
せ
て
「
本
点
」（

六
）

と
い
う
用
語
で
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

問
題
は
、
②
③
④
の
漢
文
注
記
も
①
と
同
じ
く
「
本
点
」
と
呼
ん
で
良

い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
②
③
④
の
よ
う
な
漢
文
注
記
も

①
と
同
じ
時
期
の
加
点
と
見
て
良
い
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
現
状

で
は
こ
の
両
者
の
関
係
を
検
討
し
な
い
ま
ま
、
同
じ
く
「
本
点
」
と
見
做

さ
れ
て
い
る
。
『
最
研
』
の
「
本
点
」
と
い
う
用
語
以
来
、
諸
研
究
で
は

「
平
安
初
期
点
」
「
白
点
」
な
ど
の
語
を
も
っ
て
西
大
寺
本
の
白
点
を
称
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す
る
こ
と
と
な
り
、
①
②
③
④
す
べ
て
を
漠
然
と
同
時
期
の
加
点
と
見
做

し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
議
論
の
便
宜
上
、
「
本
点
」
と
い
う

用
語
を
避
け
て
、
白
点
の
中
の
①
を
「
訓
読
点
」
、
③
④
を
「
注
釈
点
」

と
限
定
し
て
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
②
は
訓
読
に
関
わ
る
「
注
釈
点
」
と
い

え
る
中
間
段
階
の
も
の
で
あ
る
が
、
③
④
と
は
異
な
り
、
本
稿
第
二
節
で

述
べ
る
書
風
や
墨
色
以
外
の
要
素
で
は
検
討
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
た
め

除
外
し
て
お
く

（
七
）

。

『
最
研
』
を
含
む
先
行
研
究
は
、
③
④
の
注
釈
点
の
中
で
漢
字
仮
名
交

じ
り
文
以
外
を
研
究
対
象
と
し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
国
語
学
の
資
料

に
な
ら
な
い
と
見
做
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
語
資
料
に
な
る

漢
字
仮
名
交
じ
り
文
が
こ
の
分
類
に
属
す
る
こ
と
、
西
大
寺
本
の
多
量
の

漢
文
注
記
の
殆
ど
が
注
釈
点
で
あ
る
こ
と
、
漢
文
注
記
の
研
究
に
お
い
て

そ
の
年
代
判
定
が
基
礎
作
業
に
な
る
こ
と
、
西
大
寺
本
の
加
点
全
般
を
考

え
る
際
、
訓
読
点
と
注
釈
点
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
も
、
注
釈
点
が
い
つ
記
入
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
無
視

で
き
な
い
。

以
下
で
は
、
（
一
）
墨
色
と
書
風
、
（
二
）
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
あ
る

ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
の
種
類
、
（
三
）
訓
読
点
と
注
釈
点
の
記
入
順
序
、
と

い
う
三
つ
の
方
面
か
ら
注
釈
点
の
記
入
年
代
を
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
訓
読
点
の
加
点
者
と
注
釈
点
の
記
入
者
と
の
関
係

二—

一
、
墨
色
と
書
風

最
初
に
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
墨
色
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
西
大
寺
本
の
訓
読
点
も
注
釈
点
も
同
じ
く
白
墨
で
記
入
さ
れ
て
お
り
、

墨
の
濃
淡
も
ほ
ぼ
同
じ
で
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
同

じ
墨
色
・
濃
淡
の
加
点
だ
と
し
て
、
同
じ
人
物
あ
る
い
は
同
じ
時
期
に
加

点
さ
れ
た
充
分
な
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
全
く
異
な
る
墨
色
の

加
点
、
濃
淡
の
異
な
る
加
点
は
、
一
般
的
に
別
筆
・
別
時
期
の
も
の
の
場

合
が
多
い

（
八
）

。
墨
色
を
見
る
限
り
、
西
大
寺
本
の
訓
読
点
と
注
釈
点
は

同
時
期
の
加
点
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
書
風
に
つ
い
て
、
訓
読
点
は
仮
名
の
み
で
あ
る
た
め
、
注
釈
点
の

書
風
と
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
真
仮
名
や
草
仮
名
の
古
態
を
残
す

範
囲
で
い
え
ば
、
両
者
の
書
風
の
間
に
は
著
し
い
区
別
を
認
め
が
た
い

（
九
）

。

疑
問
に
思
う
の
は
、
注
釈
点
の
中
、
欄
外
の
も
の
（
大
き
め
・
楷
書
の

も
の
が
多
い
）
と
行
間
の
も
の
（
小
さ
め
・
崩
し
字
混
用
の
も
の
が
多
い
）

と
の
間
に
書
風
が
異
な
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
、
注
釈
点
に
二
筆
以
上
あ

る
可
能
性
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
文
字
を
書
き
込

む
場
所
の
物
理
的
制
限
、
つ
ま
り
行
間
が
欄
外
よ
り
空
間
が
狭
い
た
め
生

じ
た
差
異
と
見
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
例
に
よ
っ
て
解
消
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
（
漢
字
は
新
字
体
に
変
え
、
句
読
・
網
掛
け
は
私
意
、
「
／
」
は
改
行

を
示
す
。
巻
・
行
数
は
総
本
山
西
大
寺
編
の
も
の
、
春
日
図
版
は
『
最
研
』

の
頁
数
。
画
像
は
稿
者
に
よ
る
原
本
図
版
の
模
写
で
、
黒
は
本
文
、
白
抜

は
白
点
を
表
し
、
朱
点
は
略
し
た
。
以
下
同
）

〔
例

〕
1

【
本

文
】
善
男
子
，
依
此
二
身
，
一
切
諸
仏
説
有
餘
涅
槃
。
（
巻
二
・

五
二
行
、
春
日
図
版
二
四
頁
）

【
注
釈
点
】
（
鉤
点
）
第
三
有
餘
無
餘
等
分
別
／
門
。
中
有
三
。
○
（
鉤

点
）
一
。

例

で
は
、
科
段
の
注
釈
点
が
行
間
か
ら
始
ま
り
下
欄
ま
で
続
く
が
、

1

そ
の
過
程
で
注
文
に
登
場
す
る
二
つ
の
「
有
」
字
の
書
体
が
行
間
で
は
草

■ 

． 
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書
で
、
下
欄
で
は
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
例
は
本
経
の
注
釈
書
で

あ
る
唐
・
慧
沼
『
金
光
明
最
勝
王
経
疏
』
（
以
下
『
疏
』
と
略
す
）
を
出

し
ょ

典
に
し
て
い
る

（
十
）

た
め
、
連
続
す
る
文
章
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。右

の
よ
う
に
墨
色
と
書
風
を
検
討
し
て
み
る
と
、
西
大
寺
本
の
訓
読
点

と
注
釈
点
は
同
筆
の
可
能
性
が
十
分
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

二

—

二
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
仮
名
字
体
と
ヲ
コ
ト
点

第
一
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
西
大
寺
本
の
注
釈
点
に
は
漢
字
仮
名
交

じ
り
文
が
一
部
存
在
し
、
そ
の
箇
所
は
二
九
例
と
数
え
ら
れ
る
（
添
付
資

料
）
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
文
章
に
は
仮
名
だ
け
で
な
く
、
わ
ず
か
な
が
ら

ヲ
コ
ト
点
も
付
さ
れ
て
い
る

（
十
一
）

。
注
釈
点
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
仮

名
と
ヲ
コ
ト
点
を
訓
読
点
の
仮
名
字
体
表
や
ヲ
コ
ト
点
図

（
十
二
）

と
比
較
し

て
み
る
と
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
用
い
ら
れ
た
仮
名
一
〇
一
例
（
異
な

り
数
二
七
例
）
と
、
ヲ
コ
ト
点
一
五
例
（
異
な
り
数
九
例
）
は
す
べ
て
訓

読
点
の
も
の
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

〔
例

〕
（
添
付
資
料
の
用
例
⑰
、
仮
名
は
片
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮

2

名
、
以
下
同
）

【
本

文
】
是
時
，
帝
釈
一
切
天
衆
，
及
恒
河
女
神
，
并
諸
大
衆
，
蒙
光

希
有
，
皆
至
仏
所
，
右
繞
三
匝
，
退
坐
一
面
。
（
巻
三
・
一

〇
行
、
春
日
図
版
四
三
頁
）

【
注
釈
点
】
三
尋

光

詣

仏

〔
三
（
は
）
光
を
尋
ネ
仏
ノ
ト
コ

ネ

を

を
・
い
ふ

ノ
所
に

ロ
に

詣

（
る
）
を
い
ふ
〕

（
い
た
）

右
の
よ
う
に
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
と
訓
読
点
の
仮
名
字
体
や
ヲ
コ
ト

点
図
が
完
全
に
一
致
す
る
と
い
う
事
実
は
、
訓
読
点
の
加
点
者
と
漢
字
仮

名
交
じ
り
文
（
即
ち
注
釈
点
）
の
記
入
者
の
用
い
た
ヲ
コ
ト
点
や
仮
名
が

同
じ
種
類
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
訓
読
点
の
加
点

者
と
注
釈
点
の
記
入
者
は
少
な
く
と
も
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と

を
証
言
す
る
。
特
に
、
ヲ
コ
ト
点
の
伝
承
が
未
だ
発
達
せ
ず
、
文
献
ご
と

に
点
図
が
異
な
る
ほ
ど
点
法
が
多
様
で
あ
っ
た
平
安
初
期
の
状
況
を
考
え

合
わ
せ
る
と

（
十
三
）

、
両
者
は
同
一
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

二—

三
、
白
点
と
漢
文
注
記
の
記
入
順
序

第
一
節
で
見
た
よ
う
に
、
西
大
寺
本
の
加
点
に
は
①
②
③
④
の
多
種
多
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様
な
も
の
が
あ
り
、
稠
密
な
加
点
で
あ
る
た
め
、
お
互
い
の
記
入
順
序
が

読
み
取
れ
る
場
合
が
あ
る
。
特
に
、
訓
読
点
と
注
釈
点
と
の
記
入
の
先
後

関
係
が
分
か
れ
ば
、
注
釈
点
の
記
入
時
期
を
判
断
す
る
有
用
な
情
報
に
な

る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
訓
読
点
が
先
で
、
注
釈
点
が
後
の
例

〔
例

〕
（
補
読
は
（

）
、
複
数
訓
は
〔

〕
、
□
で
囲
む
の
は
判
読
不

3

確
か
な
箇
所
、
網
掛
け
は
順
序
が
分
か
る
部
分
、
以
下
同
）

【
本

文
】
金
光
明
最
勝
王
経
序
品
（
巻
一
・
一
行
、
春
日
図
版
一
頁)

【
訓
読
点
】
金
の
光
明
あ
り
て
最
勝
な
る
こ
と
王
の
ゴ
ト
ク
イ
マ
ス
経
序

品

（
異
訓
）
金
の
光
明
ア
リ
テ
最
勝
ル
コ
ト
王
の
ゴ
ト
ク
イ
マ
ス
経
序
品

【
注
釈
点
】
□

…

□
金
光
明
最
勝
王
経

金
王
二
字
一
向
喩

光

（
三
文
字
あ
る
か
）

明
最
勝
並
通
法
喩
／
疏
文
也

例

の
注
釈
点
は
『
疏
』
に
よ
る
連
続
す
る
漢
文
で
あ
る

（
十
四
）

。
そ
れ

3

が
本
文
の
題
名
に
付
さ
れ
た
仮
名
の
う
ち
、
異
訓
の
「
如
（
ゴ
ト
）
ク
イ

マ
ス
」
（
同
じ
仮
名
が
二
回
付
さ
れ
る
が
右
側
の
も
の
）
を
避
け
て
記
入

さ
れ
て
い
る
様
子
は
容
易
に
読
み
取
れ
る
。
こ
の
場
合
、
本
文
に
訓
読
点

が
先
に
記
入
さ
れ
て
か
ら
注
釈
点
が
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
同
紙

に
あ
る
他
例
を
挙
げ
る
。

〔
例

〕
4

【
本

文
】
如
是
等
諸
大
声
聞
（
巻
一
・
一
二
行
、
春
日
図
版
一
頁
）

【
訓
読
点
】
是
等
の
如
キ
諸
の
大
声
聞
あ
り
。

【
注
釈
点
】
以
具
上
十
六
句
功

故
名
大

例

の
注
釈
点
も
『
疏
』
に
そ
の
典
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

（
十
五
）

。

4

つ
ま
り
文
章
は
連
続
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
「
聞
」
字
の
右
に
「
ア
リ
」

の
ヲ
コ
ト
点
（
訓
読
点
）
が
既
に
付
さ
れ
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
注
釈
点

の
漢
文
の
途
中
に
間
が
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
注
釈
点
が
先
で
、
訓
読
点
が
後
の
例

〔
例

〕
5

【
本

文
】
捨
諸
重
担
、
逮
得
己
利
（
巻
一
・
六
行
、
春
日
図
版
一
頁
）

【
訓
読
点
】
諸
の
重
担
を
捨
て
テ
〔

ス
テ
〕
、
逮
（
び
）
て
己
が
利
を
得

左

(
エ)
〔

エ
〕
、

左

ロ

ロ

紙

継

仮

名

ぶ

(
h

を
'
1
マ
ス
」
農
刻
穿
名
（
塁
）

7
1
¥
 

巴
へ
會

ー
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【
注
釈
点
】
「
捨
」
の
右
に
「
（
鉤
点
）
六
」
、
左
に
「
（
鉤
点
）
八
」

例

は
左
右
両
側
に
仮
名
が
付
さ
れ
て
、
「
捨
」
字
に
対
す
る
付
訓
で

5

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
加
点
の
位
置
が
下
に
偏
っ

て
い
る
た
め
、
一
見
そ
の
次
の
「
諸
」
字
に
加
点
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う

に
さ
え
見
え
る
。
そ
の
理
由
は
「
捨
」
字
の
左
・
右
側
と
も
既
に
科
段
の

注
釈
点
が
付
さ
れ
た
た
め
、
後
で
付
さ
れ
た
訓
読
点
の
仮
名
の
ほ
う
は
や

む
を
得
ず
下
に
偏
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
箇
所
の
科
段
の
注
釈
点
は
上
欄
の
注
釈
点
に
対
応
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
出
典
を
さ
ら
に
遡
る
と
『
疏
』
に
基
づ
く
こ
と
が
分
か
る
。
そ

の
注
記
は
「
総
別
相
門
，
／
有
十
六
句
。
／

□

総
句
，
／
十
五

別
句

（
初
カ
）

ハ

也
。
／
文
左
記
也
。
／
摂
取
事
門
，
／
有
十
一
句
。
文
／
右
記
也
。
」
（
巻

一
・
六
～
一
一
行
の
上
欄
、
春
日
図
版
一
頁
）
に
な
る
が
、
本
文
の
行
間

に
は
そ
の
通
り
、
総
相
・
別
相
の
門
（
教
え
）
に
よ
る
区
分
が
左
に
一
か

ら
十
五
ま
で
、
右
に
は
摂
取
の
教
え
に
よ
る
区
分
が
一
か
ら
十
一
ま
で
注

記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
本
文
の
こ
の
部
分
は
、
先
に
科
段
の
注
釈
点
が

付
さ
れ
て
か
ら
訓
読
点
を
付
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
に
、
同
紙
の
隣
接
す
る
範
囲
内
で
、
訓
読
点
が
注
釈
点
よ
り

先
に
記
入
さ
れ
る
例
と
、
後
に
記
入
さ
れ
る
例
が
併
存
す
る
こ
と
は
、
何

を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
訓
読
点
と
注
釈
点
と
が
別
時
期
・
別
人

物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
り
う
る
だ
ろ
う

か
。
注
釈
点
を
細
か
く
見
て
、
③
科
段
の
注
釈
点
→
①
訓
読
点
→
④
語
句

解
釈
の
注
釈
点
と
い
う
順
序
で
三
人
が
三
つ
の
時
期
に
加
点
作
業
を
行
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
西
大
寺
本
の
加
点

に
は
、
①
→
③
の
加
点
順
と
見
ら
れ
る
例
も
あ
る
。

〔
例

〕
（
巻
二
・
一
六
～
一
八
行
、
春
日
図
版
二
二
頁
）

6

，和
叶は 1
しT 

I 畜 I 
例5“ I

ゑ:I 湧令- I~ り -r)O 
訓
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〔
例

〕
（
巻
二
・
一
六
五
～
一
六
六
行
、
春
日
図
版
三
〇
頁
）

7
こ
の
よ
う
な
諸
例
に
よ
る
限
り
、
訓
読
点
、
科
段
の
注
釈
点
、
語
句
解

釈
の
注
釈
点
の
間
に
は
決
ま
っ
た
先
後
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
も
し
、
そ
れ
で
も
異
な
る
内
容
の
加
点
は
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
人
物
に

よ
る
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
残
る
可
能
性
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
人
物

が
同
一
の
場
所
に
集
ま
り
、
西
大
寺
本
と
い
う
一
つ
の
写
本
を
前
に
し
て

順
番
を
変
え
な
が
ら
加
点
す
る
、
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
よ
り
は
、
同
一
人
物
が
、
同
一
時
期
に
、
訓
読
点
と
注
釈
点
の
す
べ

て
を
記
入
し
た
と
見
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
第
二
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
訓
読
点
と
注
釈
点
は
、
墨
色
や

書
風
が
同
じ
で
あ
る
た
め
同
筆
の
可
能
性
が
存
し
、
仮
名
字
体
や
ヲ
コ
ト

点
の
種
類
も
一
致
し
、記
入
順
序
に
も
決
ま
っ
た
ル
ー
ル
を
見
出
せ
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
訓
読
点
の
加
点
者
と
注
釈
点
の
記
入
者
は
同

一
人
物
で
あ
る
と
見
た
ほ
う
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
注
釈

点
の
記
入
時
期
は
訓
読
点
と
同
じ
く
天
長
（
八
二
四
～
八
三
四
）
頃
と
推

定
で
き
る
。

た
だ
し
、
天
長
頃
と
い
う
西
大
寺
本
の
訓
読
点
の
加
点
時
期
に
つ
い
て

は
異
論
が
存
す
る
。
大
坪
併
治
氏
は
そ
の
加
点
時
期
が
従
来
考
え
ら
れ
た

よ
り
も
下
る
か
と
疑
っ
て
お
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
推
量
の
助
動
詞
マ
シ

の
未
然
形
の
古
形
「
マ
セ
」
は
用
い
ら
れ
ず
、
専
ら
「
マ
シ
カ
」
の
例
で

あ
る
こ
と
、
受
身
の
助
動
詞
に
ラ
ル
を
用
い
て
ラ
ユ
は
用
い
な
い
こ
と
な

ど
の
文
法
事
項
を
挙
げ
て
い
る

（
十
六
）

。
小
林
芳
規
氏
も
大
坪
説
を
引
用
し

な
が
ら
支
持
し
て
い
る

（
十
七
）

。
最
近
は
欧
米
の
日
本
語
研
究
者
の
中
に
も

こ
の
説
の
紹
介
が
見
ら
れ
、
加
点
年
代
を
天
長
頃
よ
り
下
る
九
世
紀
後
半

と
推
定
し
て
い
る

（
十
八
）

。

筆
者
は
西
大
寺
本
の
訓
読
点
の
加
点
時
期
に
つ
い
て
再
考
の
余
地
が
あ

る
と
思
う
。
春
日
政
治
『
最
研
』
以
来
の
加
点
年
代
推
定
は
、
主
に
仮
名

字
体
を
根
拠
に
し
て
い
る
が
、
仮
名
字
体
及
び
加
点
の
稠
密
さ
な
ど
の
面

で
は
、
西
大
寺
本
に
類
似
す
る
も
の
が
九
世
紀
後
半
の
訓
点
資
料
に
存
在

し
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
西
大
寺
本
の
訓
読
点
の
加
点
時
期
に
対

す
る
考
察
は
別
稿
を
期
し
、
本
稿
で
は
、
し
ば
ら
く
従
来
の
天
長
頃
加
点

説
に
従
っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

三
、
西
大
寺
本
の
漢
文
注
記
は
移
点
か

三—

一
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
付
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点

「
二

—

二
」
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
仮
名
字

竺ー・
例 7ー画象
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体
・
ヲ
コ
ト
点
図
の
種
類
は
訓
読
点
と
同
種
類
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
新
た

な
問
題
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
ヲ
コ
ト
点
を
付
す

こ
と
の
持
つ
意
味
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
漢
文
を
解

読
す
る
た
め
に
付
す
も
の
で
あ
る
が
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
は
仮
名
（
宣

命
書
の
表
記
、
振
仮
名
と
は
異
な
る
）
に
よ
っ
て
既
に
一
通
り
解
読
が
終

わ
っ
た
文
章
で
あ
る
。
も
し
西
大
寺
本
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
が
記
入
者

自
身
に
よ
る
解
読
文
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
に
重
ね
て
ヲ
コ
ト
点
を
付
す
こ

と
、
即
ち
自
分
の
解
読
文
を
も
う
一
度
解
読
す
る
こ
と
は
奇
異
な
現
象
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

西
大
寺
本
に
見
え
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
は
、
語
順
は
漢
文
そ
の
ま
ま

で
仮
名
を
宣
命
書
の
形
態
で
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
類
の
漢
字
仮
名
交

じ
り
文
に
つ
い
て
、
春
日
（
一
九
八
三
）
の
「
片
仮
名
交
り
文
」
で
は
、

古
点
本
を
博
捜
し
て
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
歴
史
を
論
じ
て
い
る
が
、
特

に
類
例
の
多
い
飯
室
切
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
』
平
安
初
期
点
を
含

め
て
も
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
ヲ
コ
ト
点
を
加
え
た
も
の
は
存
在
し
な

い
（
十
九
）

。

そ
の
他
、
特
例
と
し
て
佐
藤
氏
旧
蔵
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
平
安
初
期

と
う
だ
い
じ
ふ
じ
ゆ
も
ん
こ
う

点
（
以
下
『
文
稿
』
）
と
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
七
喩
三
平
等
十
无
上
義
』

し
ち
ゆ
さ
ん
び
よ
う
ど
う
じ
ゆ
う
む
じ
よ
う
ぎ

平
安
初
期
点
（
以
下
『
无
上
義
』
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
両
資
料
の

特
殊
な
と
こ
ろ
は
、資
料
の
本
文
が
漢
文
本
位
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
（
漢

文
順
、
一
部
変
体
漢
文
）
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
ヲ
コ
ト
点
（
両
資
料

と
も
第
三
群
点
）
を
加
え
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
本
文
た
る
漢
字
仮
名

交
じ
り
文
を
自
作
文
章
と
見
る
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
上
に
付
さ
れ
た
ヲ

コ
ト
点
を
別
筆
に
見
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
間
で
意
見
が

分
か
れ
て
い
る

（
二
十
）

。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
ヲ
コ
ト
点
を
付
す
こ
と
は

稀
で
あ
り
、
特
に
そ
の
よ
う
な
現
象
が
自
作
文
章
あ
る
い
は
自
分
の
解
読

文
で
起
こ
っ
た
場
合
に
は
何
ら
か
の
解
釈
を
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

西
大
寺
本
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
は
原
漢
文
が
『
疏
』
に
出
典
を
求
め
ら

れ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
り
（
添
付
資
料
）
、
自
作
文
章
で
な
く
原
漢
文
の

解
読
文
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

（
イ
）
記
入
者
が
、
漢
文
の
み
の
注
釈
書
な
ど
を
見
な
が
ら
、
そ
の
原
漢

文
に
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
を
付
す

（
ロ
）
記
入
者
が
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
な
っ
て
い
る
他
の
資
料
を
見

な
が
ら
、
ヲ
コ
ト
点
の
み
を
付
す

（
ハ
）
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
両
方
付
さ
れ
た
他
の
資
料
を
見
な
が
ら
、
記
入

者
が
そ
の
ま
ま
写
す

右
の
三
つ
の
中
の
ど
ち
ら
が
合
理
的
な
の
か
、
例
を
も
っ
て
考
え
る
こ

と
に
す
る
。

〔
例

〕
（
巻
三
・
五
行
、
春
日
図
版
四
三
頁
、
添
付
資
料
の
用
例
⑬
）

8
「

時
即
五
濁

時

處
即
穢
国

」
と
読
め
る
一
文
で
あ
る
が
、
注
目

フ
？

ノ

ソ
フ

ソ

す
べ
き
箇
所
は
「
處
」
字
の
右
上
で
あ
る
。
仮
名
ソ
の
下
に
続
い
て
仮
名

内ヽ｀
息
、
音
五

岱O
C
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フ
に
見
え
る
文
字
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
フ
の
音
を
表
す
の
で
は
な
く
、
處

の
右
上
に
施
さ
れ
た
「
ト
イ
フ
ハ
」
の
読
み
を
示
す
ヲ
コ
ト
点
と
見
る
こ

と
し
か
で
き
な
い
。
（
イ
）
の
場
合
は
原
漢
文
を
先
に
書
い
て
加
点
す
る

か
、
仮
名
の
み
で
宣
命
書
に
す
る
か
の
ほ
う
が
普
通
で
、
予
め
仮
名
や
ヲ

コ
ト
点
を
記
入
す
る
場
所
を
空
け
て
お
く
と
考
え
る
の
は
不
自
然
で
は
な

い
か
。（
ロ
）
の
場
合
も
仮
名
書
の
空
間
は
事
前
に
確
保
で
き
る
が
、「
フ
」

の
よ
う
な
ヲ
コ
ト
点
を
書
く
場
所
ま
で
空
け
て
お
く
の
は
考
え
に
く
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
目
で
見
る
と
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
付
さ
れ
た
他

の
ヲ
コ
ト
点
の
例
も
、
予
め
加
点
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
て
お
い
た

と
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
（
ハ
）
の
可
能
性
が
大
き
く
な

る
だ
ろ
う
。

（
ハ
）
は
、
元
に
し
た
他
の
資
料
に
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
両
方
あ
っ
た
と

す
れ
ば
（
宣
命
体
で
な
く
て
も
）
、
そ
れ
を
写
す
時
に
必
要
な
空
間
は
予

見
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
例

で
は
、
フ
の
記
号
が
處
字
よ
り
は
、
む
し

8

ろ
上
の
ソ
の
仮
名
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
機
械
的
に
写
し
て
い

る
よ
う
な
感
じ
さ
え
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
稿
者
と
し
て
は
、
ま
ず
自
分
の
解
読
文
で
あ
る
漢
字
仮
名
交
じ

り
文
に
ヲ
コ
ト
点
を
記
入
す
る
行
為
は
、
自
分
の
解
読
を
も
う
一
度
解
釈

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
理
屈
と
し
て
考
え
が
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
現

存
資
料
で
も
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
確
か
な
例
が
な
い
た
め
、
西
大
寺
本

の
場
合
は
、
（
ロ
）
か
（
ハ
）
の
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
に
な
る
と
思
う
。
更

に
、
西
大
寺
本
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
は
そ
の
実
例
か
ら
見
る
限
り
、
わ

ず
か
で
は
あ
る
が
、
（
ハ
）
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
両
方
付
さ
れ
た
他
の
資
料

を
見
な
が
ら
、
記
入
者
が
そ
の
ま
ま
写
し
た
と
見
る
ほ
う
が
合
理
的
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

三—

二
、
西
大
寺
本
の
注
釈
点
に
見
ら
れ
る
誤
写

補
足
と
し
て
、
も
し
西
大
寺
本
の
注
釈
点
が
他
本
か
ら
の
移
点
だ
と
す

る
場
合
、
移
点
過
程
で
生
じ
た
誤
写
と
見
る
こ
と
の
で
き
る
例
を
提
示
し

て
お
き
た
い
。

（
一
）
目
移
り
に
よ
る
誤
り
と
思
わ
れ
る
も
の

〔
例
９
〕
（
巻
三
・
二
七
～
二
八
行
、
春
日
図
版
四
四
頁
）

本
文
の
「
真
実
眼
」
の
右
傍
に
付
す
べ
き
注
釈
点
「
五
眼
也
」
の
位
置

が
そ
の
一
行
前
に
な
り
、
見
せ
消
ち
の
後
、
正
し
い
位
置
に
記
入
し
直
さ

れ
て
い
る
。

〔
例

〕
（
巻
五
・
一
七
～
二
〇
行
、
春
日
図
版
七
九
頁
）

10
仏
の
十
六
相
の
本
文
対
応
箇
所
を
行
尾
に
注
記
し
て
い
る
が
、「
九
相
」

「
十
相
」
の
位
置
を
誤
り
、
線
状
の
指
示
符
で
直
し
て
い
る
。
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（
二
）
内
容
に
関
す
る
誤
記

〔
例

〕
（
巻
六
・
一
〇
六
行
、
春
日
図
版
一
〇
五
頁
）

11
こ
の
例
（
画
像
は
下
段
）
は
上
欄
の
科
段
の
注
釈
点
が
「
有
七
」
と
あ

る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
有
一
」
（
「
七
」
よ
り
一
画
少
な
い
形
）
に
な
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
本
文
に
は
「
一
」
か
ら
「
七
」
ま
で
科
段
の
注

釈
点
が
付
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
『
疏
』
の
記
述
に
一
致
す
る

（
二
十
一
）

。

右
の
よ
う
な
誤
写
・
誤
記
は
、
記
入
者
の
自
作
文
章
な
ら
ば
、
あ
る
い

は
出
典
た
る
注
釈
書
を
読
み
な
が
ら
の
記
入
で
あ
る
な
ら
ば
生
じ
が
た
い

誤
り
で
あ
り
、
既
存
の
も
の
か
ら
写
し
て
い
る
た
め
に
発
生
し
た
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三—

三
、
西
大
寺
本
の
加
点
事
情

西
大
寺
本
の
資
料
性
格
に
つ
い
て
、
築
島
（
一
九
九
六
）
は
、
「
匆
々

の
間
に
聴
講
者
が
記
入
し
た
も
の
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
ず
、
多
分
、
講

者
が
手
控
の
た
め
に
記
入
し
た
も
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る

（
二
十
二
）

。
西

大
寺
本
の
訓
点
が
明
瞭
で
整
然
と
し
て
い
る
の
は
容
易
に
分
か
る
こ
と
で

あ
り
、
講
者
の
手
控
え
と
見
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
手
控

え
の
成
立
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
訓
点
（
本
稿
で
い
う
「
訓
読
点
」
と
「
注

釈
点
」
両
方
）
を
加
点
者
が
独
自
で
創
案
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
先
行
資
料
の
訓
点
を
参
考
に
し
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
は
早
く
か
ら
日
本
へ
将
来
さ
れ
、
天
平
六
年
（
七

三
四
）
一
一
月
の
太
政
官
奏

（
二
十
三
）

で
は
、
得
度
の
た
め
本
経
か
『
法
華

経
』
の
暗
誦
が
必
須
と
さ
れ
る
な
ど
重
宝
さ
れ
て
き
た
。
最
近
の
研
究
で

は
、
刺
穴
点
に
よ
っ
て
奈
良
時
代
か
ら
仏
典
訓
読
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り

（
二
十
四
）

、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
享
受
及
び
訓
読
・
注
釈
も

徴一0団 tやい芸玉
と提

イ列 10 .—画イ＆

ぶ
さ
2
な

(
1
0
‘―へ
行
上
耀
）

二

-_-g

象

(
1
0➔ハ
行
）

文

弐

'11I} ク

7
 

汀
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ぶ
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平
安
時
代
以
前
か
ら
蓄
積
が
あ
っ
た
可
能
性
は
充
分
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

西
大
寺
本
の
同
時
代
の
資
料
と
し
て
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
妙
法
蓮

華
経
』
平
安
初
期
点
に
は
、
白
点
の
「
訓
読
点
」
と
朱
点
で
記
入
さ
れ
た

多
量
の
「
注
釈
点
」
（
天
台
大
師
智
顗
の
『
法
華
文
句
』
に
由
来
す
る
）

が
存
し

（
二
十
五
）

、
整
然
と
し
た
加
点
は
講
義
用
の
手
控
え
か
記
入
者
の
研

学
の
結
果
物
と
見
る
し
か
な
い
。
そ
の
漢
文
注
記
が
直
接
『
法
華
文
句
』

を
参
考
し
て
書
き
込
ま
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
他
資
料
に
記
入
さ
れ
た

も
の
を
写
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
更
に
、
時
代
は
下
る
が
、
立
本
寺

本
『
妙
法
蓮
華
経
』
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
点
に
は
、
赤
穂
珣
照
聖
人

（
一
〇
〇
六
～
一
〇
八
一
）
の
訓
点
を
白
点
で
記
し
た
上
、
そ
れ
と
訓
み

の
異
な
る
部
分
だ
け
を
、
朱
点
で
元
興
寺
明
詮
（
九
五
八
～
一
〇
三
六
）

の
訓
点
を
、
墨
点
で
興
福
寺
寿
慶
聖
人
の
訓
点
を
併
記
し
て
い
る

（
二
十
六
）

。

先
行
の
諸
種
の
訓
点
本
を
移
点
し
て
整
理
し
た
例
に
な
る
。

平
安
時
代
初
期
の
訓
点
資
料
の
中
、
草
稿
本
の
例
と
し
て
は
飯
室
切
本

『
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
』
平
安
初
期
点
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
資

料
は
全
巻
に
白
点
の
「
訓
読
点
」
が
施
さ
れ
、
西
大
寺
本
よ
り
も
稠
密
な

「
注
釈
点
」
を
も
有
す
る
。
そ
の
他
、
少
量
の
朱
点
の
「
訓
読
点
」
と
「
注

釈
点
」
も
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
白
点
・
朱
点
は
筆
の
粗
細
、
文
字
の
大
小

か
ら
二
、
三
種
に
見
え
る
が
、
そ
の
用
い
ら
れ
た
ヲ
コ
ト
点
や
仮
名
字
体

の
種
類
は
同
じ
も
の
で
、
行
草
の
字
様
も
非
常
に
似
て
い
る
と
見
ら
れ
る

た
め
、
そ
の
訓
点
は
同
一
人
物
が
異
な
る
時
に
漸
次
記
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ
る

（
二
十
七
）

。
た
だ
し
、
本
資
料
の
加
点
は
整
理
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
が
た
く
、
複
数
種
類
の
注
釈
を
書
き
入
れ
て
い
る
草
稿
の
段

階
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

西
大
寺
本
の
訓
点
を
移
点
本
と
す
る
見
方
は
今
ま
で
殆
ど
な
か
っ
た
。

稿
者
は
、
そ
の
漢
文
注
記
が
移
点
で
あ
る
可
能
性
を
提
示
し
た
が
、
そ
れ

は
訓
点
資
料
で
平
安
中
期
か
ら
見
ら
れ
る
、
師
資
相
承
や
祖
点
の
伝
承
と

い
う
移
点
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。
稿
者
と
し
て
西

大
寺
本
は
、
訓
点
の
草
稿
本
（
例
え
ば
、
飯
室
切
本
『
金
光
明
最
勝
王
経

註
釈
』
の
よ
う
な
も
の
）
か
ら
清
書
本
を
作
る
段
階
で
諸
本
を
移
点
整
理

し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

（
二
十
八
）

。

四
、
結
論
及
び
課
題

従
来
の
研
究
で
は
、
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
白
点
の
中
の

ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
（
訓
読
点
）
と
漢
文
注
記
（
注
釈
点
）
の
加
点
年
代
を

は
っ
き
り
区
別
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
西
大
寺
本
『
金

光
明
最
勝
王
経
』
の
白
点
に
多
量
に
存
す
る
漢
文
注
記
の
記
入
年
代
を
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
二
点
を
結
論
づ
け
る
。

⑴
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
漢
文
注
記
は
、
ヲ
コ
ト
点
・

仮
名
の
「
訓
読
点
」
と
同
じ
時
期
に
、
同
じ
人
物
に
よ
る
記
入
で

あ
り
、
平
安
初
期
の
天
長
（
八
二
四
～
八
三
四
）
頃
の
加
点
と
推

定
で
き
る
。
春
日
政
治
氏
の
用
語
「
本
点
」
で
一
括
し
て
宜
し
い
。

⑵
少
な
く
と
も
そ
の
漢
文
注
記
に
関
し
て
は
、
既
存
の
他
の
資
料
か

ら
移
点
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
漢
文
注
記
と
本
文
の
訓
読
と
の
関
係
を
ど
う
設
定
す
べ
き

か
、
ま
た
本
文
の
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
の
「
訓
読
点
」
も
移
点
で
あ
る
可
能

性
は
な
い
か
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
残
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後

研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

［
注
］

（
一
）
本
稿
で
取
り
扱
う
平
安
初
期
点
の
ほ
か
、
西
大
寺
本
の
所
々
に
は
淡
い
白
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墨
の
別
筆
に
よ
る
字
音
注
記
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
大
き
め
の
仮
名
（
例
え
ば
、

巻
五
・
一
六
三
行
［
春
日
図
版
八
七
頁
］
の
「
風
火
二
蛇
性
軽
挙
」
の
挙
字

の
右
に
あ
る
「
己
」（
コ

）
な
ど
）
や
単
漢
字
（
例
え
ば
、
巻
三
・
三
五
行

乙

［
春
日
図
版
四
四
頁
］
の
「
横
生
毀
謗
」
の
毀
字
の
右
に
あ
る
「
貴
」
（
ク

ヰ
）
な
ど
）
で
施
さ
れ
た
訓
点
で
あ
る
。

こ
の
加
点
の
仮
名
の
部
分
に
つ
い
て
、
春
日
（
一
九
四
二
）
は
本
点
よ
り

以
前
の
も
の
と
推
定
し
た
が
、
本
点
を
避
け
て
加
え
た
よ
う
な
所
が
あ
る
の

で
若
干
後
の
も
の
が
な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
と
し
た
（
研
究
篇
二
〇
頁
）
。

そ
の
後
、
釘
貫
（
一
九
八
三
）
は
、
原
本
調
査
の
上
、
字
音
表
記
に
用
い
ら

れ
た
仮
名
に
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
コ
の
甲
乙
の
区
別
が
な
い
こ
と
（
本
点
の

仮
名
は
区
別
し
て
い
る
）
を
根
拠
に
、
春
日
説
を
修
正
し
て
本
点
よ
り
後
の

加
点
と
見
た
。
た
だ
し
、
両
研
究
と
も
淡
い
白
点
の
単
漢
字
に
つ
い
て
は
言

及
し
な
い
。

ま
た
、
朱
墨
の
喜
多
院
点
と
仮
名
も
全
巻
に
付
さ
れ
、
こ
れ
は
巻
第
十
巻

末
の
「
永
長
二
年
三
月
六
日
辰
時
点
了
」
と
い
う
朱
筆
奥
書
に
対
応
す
る
院

政
期
の
訓
点
で
あ
る
。
朱
点
に
漢
文
注
記
は
な
い
。

（
二
）
訓
字
と
は
「
某
」
あ
る
い
は
「
某
也
」
の
よ
う
に
漢
字
一
字
で
字
義
を
示

す
も
の
。
そ
の
殆
ど
は
当
該
文
字
の
左
右
行
間
に
記
入
さ
れ
、
稀
に
は
欄
外

に
位
置
す
る
。
訓
字
の
一
覧
（
合
計
四
二
例
）
は
『
最
研
』
二
八
～
三
〇
頁

を
参
照
。
墨
の
濃
淡
と
漢
字
の
大
き
さ
は
白
点
①
の
仮
名
と
一
致
し
、
注

（
一
）
の
淡
い
白
点
の
字
音
注
記
と
は
区
別
さ
れ
る
。

（
三
）
仏
書
本
文
構
造
の
解
釈
を
科
段
と
い
う
。「
二—

三
」
節
で
後
述
す
る
例

な
ど
。

5

（
四
）
例
え
ば
、
阿
羅
漢
の
名
前
を
い
う
経
文
「
具
壽
婆
帝
利
迦
」
の
右
行
間
に

白
点
で
「
此
云
善
賢
」
と
書
き
込
む
類
（
巻
一
・
一
〇
行
、
春
日
図
版
一
頁
）
。

（
五
）
西
大
寺
本
白
点
の
複
数
訓
箇
所
の
漢
文
注
記
は
当
該
経
典
の
漢
文
注
釈
書

に
つ
な
が
り
、
そ
の
複
数
訓
の
訓
み
分
け
の
根
拠
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
拙

稿
（
二
〇
二
三
）
を
参
照
。

（
六
）『
最
研
』
一
七
頁
な
ど
多
数
。

（
七
）
②
の
場
合
、
国
語
の
読
み
に
関
わ
り
、
ま
た
①
の
示
す
読
み
と
矛
盾
し
な

い
た
め
、
同
じ
時
期
の
加
点
と
見
て
良
い
と
思
う
の
が
稿
者
の
見
解
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
広
ク
〔
於
〕
舎
宅
に
造
ラ
【
至
也
】
む
ト
キ
に
」
の
よ
う
に
「
イ

タ
ル
」
の
読
み
を
表
す
な
ど
（
巻
一
・
二
四
六
行
、
春
日
図
版
一
三
頁
）
。

更
に
、「
二—

三
」
節
で
後
述
す
る
記
入
順
序
の
考
察
と
も
矛
盾
は
し
な
い
。

（
八
）
例
え
ば
本
資
料
で
い
う
と
、
平
安
初
期
白
点
と
永
長
二
年
（
一
〇
九
七
）

朱
点
は
墨
色
が
異
な
り
、
淡
い
白
墨
に
よ
る
少
量
の
仮
名
音
注
は
本
点
よ
り

や
や
後
の
別
筆
で
（
釘
貫
亨
（
一
九
八
三
）
）、
や
は
り
別
点
で
あ
る
。

（
九
）
例
え
ば
、
仮
名
字
体
の

（

ヰ

）
、

（
ヱ
）
な
ど
。

（
十
）『
疏
』
の
当
該
箇
所
の
注
釈
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

經
善
男
子
依
此
二
身
一
切
諸
佛
説
有
餘
涅
槃

賛
曰
。
第
三
有
餘
無
餘
分
別
門
明
三
涅
槃
。
即
爲
三
段
。
此
初
明
有
餘

涅
槃
。
…
（
大
正
蔵
三
九
巻
・
二
一
六
頁
下
・
一
八
～
一
九
行
）

（
十
一
）
『
最
研
』
三
二
三
頁
で
言
及
す
る
。
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
中
の
ヲ
コ

ト
点
は
、
漢
字
字
画
と
同
じ
白
色
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
字
面
か
ら
や
や
離

れ
て
施
さ
れ
、
訓
読
点
の
点
図
に
比
べ
る
と
少
し
外
向
き
に
な
っ
て
い
る
。

（
十
二
）『
最
研
』
研
究
篇
一
八
～
二
三
頁
に
従
う
。

（
十
三
）
築
島
（
一
九
八
六
）
三
頁
。

（
十
四
）
次
述
今
者
、
梵
音
舊
訛
。
今
者
、
正
云
蘇
跋
那
婆
婆
娑
欝
多
摩
囉
闍
蘇

怛
纜
。
蘇
跋
那
〈
此
云
金
〉
…
…
應
言
金
光
最
勝
王
經
。
金
王
二
字
一
向
是

喩
。
光
明
最
勝
並
通
法
喩
。（
大
正
蔵
三
九
巻
・
一
八
〇
頁
中
・
一
～
五
行
）

（
十
五
）
經
如
是
等
諸
大
聲
聞

賛
曰
。
結
歎
也
。
以
具
前
十
六
句
功
徳
故
云

大
聲
聞
（
大
正
蔵
三
九
巻
・
一
八
六
頁
中
・
二
一
～
二
二
行
）
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（
十
六
）
大
坪
（
一
九
六
一
）
一
四
〇
頁
〔
改
訂
版
上
冊
も
同
じ
〕
。
大
坪
（
一

九
八
一
）
七
四
一
頁
〔
改
訂
版
下
冊
も
同
じ
〕。

（
十
七
）
小
林
（
一
九
八
二
）
三
一
六
～
三
一
七
頁
、
三
七
四
～
三
七
五
頁
。

（
十
八
）O

sterkam
p
2021

、
注

を
参
照
。

16

（
十
九
）
そ
の
他
、
石
山
寺
蔵
『
大
智
度
論
』
天
安
二
年
（
八
五
八
）
点
、
大
東

急
記
念
文
庫
蔵
『
百
論
序
』
天
安
二
年
点
、
根
津
美
術
館
蔵
『
大
乗
掌
珍
論
』

巻
上
承
和
元
年
（
八
三
四
）
点
に
わ
ず
か
に
例
が
あ
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
る
。

『
大
智
度
論
』
『
大
乗
掌
珍
論
』
以
外
は
、
影
印
・
複
製
本
に
よ
っ
て
確
認

し
た
。

（
二
十
）
『
文
稿
』
の
本
文
は
墨
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
り
、
そ
の
八
〇
～

一
二
二
行
ま
で
の
部
分
の
み
に
朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
・
返
点
・
仮
名
が
施
さ
れ

て
い
る
。
中
田
（
一
九
七
九
）
は
本
資
料
の
朱
筆
が
本
文
と
同
筆
で
、
自
分

の
書
い
た
日
本
語
文
に
ヲ
コ
ト
点
を
記
入
し
た
「
奇
現
象
」
と
す
る
（
一
八

〇
、
一
八
二
頁
）
。
春
日
（
一
九
八
三
）
は
同
現
象
に
対
し
て
、
朱
の
ヲ
コ

ト
点
は
後
か
ら
施
さ
れ
た
訓
法
の
訂
正
と
見
て
い
る
（
二
二
四
頁
）。

『
无
上
義
』
に
関
し
て
は
、
本
文
全
体
に
わ
た
っ
て
記
入
さ
れ
て
あ
る
朱

の
ヲ
コ
ト
点
を
、
築
島
（
一
九
六
九
）
は
本
文
と
同
筆
と
推
定
す
る
一
方
（
二

三
五
頁
）
、
大
坪
（
一
九
八
一
）
は
本
文
と
は
別
筆
で
平
安
初
期
末
頃
の
加

点
で
は
な
い
か
と
考
え
（
一
〇
頁
）、
や
は
り
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
『
文
稿
』
や
『
无
上
義
』
の
ヲ
コ
ト
点
に
対
す
る
先
行
研
究
と

し
て
は
、
山
本
（
二
〇
〇
九
）
・
山
本
（
二
〇
一
〇
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
は

仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
の
関
係
や
機
能
の
違
い
に
つ
い
て
分
析
し
て
参
考
に
な
る

が
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
作
成
者
と
そ
れ
に
付
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
の
加
点

者
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
中
田
氏
と
築
島
氏
の
見
解
に
従
っ
て
い

る
。

（
二
十
一
）
『
疏
』
の
対
応
箇
所
に
は
「
還
宮
生
想
有
七
。
一
得
見
本
師
想
。
二

我
聞
法
已
下
得
大
菩
提
想
。
三
即
是
値
遇
下
得
見
諸
佛
想
。
…
七
當
令
無
量

下
令
他
得
利
想
。
」
と
あ
る
（
大
正
蔵
三
九
巻
・
二
九
〇
頁
下
・
一
九
行
～

二
九
〇
頁
上
・
八
行
）。

（
二
十
二
）
築
島
（
一
九
九
六
）
三
三
七
頁
。

（
二
十
三
）
『
続
日
本
紀
』
巻
第
十
一
・
天
平
六
年
十
一
月
戊
寅
の
条
、
「
太
政
官

奏
、
仏
教
流
伝
、
必
在
僧
尼
。
（
中
略
）
自
今
以
後
、
不
論
道
俗
、
所
挙
度

人
、
唯
取
闇
誦
法
花
経
一
部
、
或
最
勝
王
経
一
部
、
兼
解
礼
仏
、
浄
行
三
年

以
上
者
、
令
得
度
者
、
学
問
弥
長
、
嘱
請
自
休
。
（
中
略
）
奏
可
之
。
」

（
二
十
四
）
宇
都
宮
（
二
〇
一
二
）、
宇
都
宮
（
二
〇
二
三
）
を
参
照
。

（
二
十
五
）
資
料
番
号
：

甲

。
「

-

国
宝
」
で
巻
一
と
巻
八
の
画
像
が
確
認

B

94

e

で
き
る
。

（
二
十
六
）
築
島
（
一
九
九
六
）
一
〇
八
五
～
一
〇
八
七
頁
を
参
照
。

（
二
十
七
）
春
日
（
一
九
四
二
）
四
四
頁
、
築
島
（
一
九
八
六
）
三
五
〇
頁
。

（
二
十
八
）
拙
稿
（
二
〇
二
三
）
で
は
、
複
数
訓
の
出
典
は
同
じ
く
『
疏
』
と
し

な
が
ら
、
出
典
略
記
方
式
が
「
文
」「
疏
」「
有
」
な
ど
と
異
な
る
こ
と
を
述

べ
た
が
、
西
大
寺
本
を
移
点
整
理
本
と
見
る
場
合
、
こ
の
問
題
の
解
釈
に
手

掛
か
り
を
供
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

［
使
用
テ
キ
ス
ト
］

丘
崎
彌
太
郎
編
『
飯
室
切
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
』
（
白
黒
複
製
本
）
、
多
門
店
、

一
九
二
六

春
日
政
治
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
斯
道
文
庫
紀

要
第
一
、
一
九
四
二
年
（
再
刊
：
『
春
日
政
治
著
作
集

別
巻
』
勉
誠
社
、

一
九
八
五
、
本
稿
は
こ
れ
を
使
用
）

総
本
山
西
大
寺
編
『
国
宝
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経

天
平
宝
字
六
年
百
済
豊

虫
願
経
』（
二
冊
本
）
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
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Ｓ

Ａ

Ｔ

大

正

新

修

大

蔵

経

テ

キ

ス

ト

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

２

０

１

８

版

（https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/S
A
T
2018/m

aster30.php

、
最
終
接
続
日
：

二
〇
二
四
年
七
月
一
五
日
）

［
参
考
文
献
］

宇
都
宮
啓
吾
（
二
〇
一
二
）
「
初
期
訓
点
資
料
に
お
け
る
一
問
題
―
―
加
点
意
識

と
料
具
を
巡
る
問
題
―
―
」『
書
誌
学
報
』（
韓
国
）
四
〇

宇
都
宮
啓
吾
（
二
〇
二
三
）
「
仁
和
寺
蔵
「
三
十
帖
冊
子
」
の
訓
点
か
ら
観
た
漢

籍
訓
読
の
一
問
題
」
、
宇
都
宮
啓
吾
編
『
国
宝
「
三
十
帖
冊
子
」
修
理
か
ら

見
え
て
き
た
も
の
』
勉
誠
社

大
坪
併
治
（
一
九
六
一
）
『
訓
点
語
の
研
究
』
風
間
書
房
（
改
訂
版
は
著
作
集
1

・

の
上
下
二
冊
で
収
録
、
風
間
書
房
、
一
九
九
二
・
一
九
九
三
）

2

大
坪
併
治
（
一
九
八
一
）『
平
安
時
代
に
お
け
る
訓
点
語
の
文
法

』
風
間
書
房
（
著

作
集

・

の
上
下
二
冊
で
復
刊
、
巻
末
に
正
誤
表
を
付
し
て
改
訂
、
風
間

5

6

書
房
、
二
〇
一
五
、
本
稿
は
こ
れ
を
使
用
）

春
日
政
治
（
一
九
八
三
）
『
国
語
文
体
発
達
史
序
説
』
（
春
日
政
治
著
作
集

第
二

冊
）
勉
誠
社

釘
貫

亨
（
一
九
八
三
）
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
コ
の
仮
名
の
用

法
」『
国
語
学
研
究
』
二
三

小
林
芳
規
（
一
九
八
二
）
「
古
代
の
文
法
Ⅱ
」、
築
島
裕
編
『
講
座
国
語
史

文
法

史
』
大
修
館
書
店

築
島

裕
（
一
九
六
九
）『
平
安
時
代
語
新
論
』
東
京
大
学
出
版
会

築
島

裕
（
一
九
八
六
）
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考

ヲ
コ
ト
点
図
・
仮
名
字
体

表
』
汲
古
書
院

築
島

裕
（
一
九
九
六
）『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考

研
究
篇
』
汲
古
書
院

中
田
祝
夫
（
一
九
七
九
）
『
改
訂
新
版
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
風

間
書
房

朴

賢
（
二
〇
二
三
）
「
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
平
安
初
期
点
の
漢

文
注
記
に
つ
い
て

―
漢
文
注
釈
書
と
複
数
訓
と
の
関
係

―
」
『
国
語
国

文
』
九
二-

一
一

山
本
真
吾
（
二
〇
〇
九
）
「

世
紀

漢
字

混
用
文

点

使

9

가
타
카
나

의

오
코
토

用

」『
口
訣
研
究
』
二
三

에

대
하
여

山
本
真
吾
（
二
〇
一
〇
）
「
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
七
喩
三
平
等
十
无
上
義
』
に
つ

い
て

―
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
と
の
比
較
を
通
し
て

―
」
、
月
本
雅
幸

・
藤
井
俊
博
・
肥
爪
周
二
編
『
古
典
語
研
究
の
焦
点
』
武
蔵
野
書
院

O
sterkam

p
2021,

T
he

L
ast

D
ays

of
O
ld
Japanese,

Studies
in
A
sian

H
istorical

Linguistics,
P
hilology

and
B
eyond

(
P
rofessor

A
lexander

V
.

V
ovin`s

60th
birthday)

,
Publisher:

B
rill.

［
付
記

］
1

本
稿
は
第
一
三
〇
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
（
二
〇
二
四
年
五
月
一
二
日
、

於
京
都
大
学
）
で
の
発
表
内
容
を
基
に
修
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
中
ま

た
発
表
後
に
貴
重
な
ご
指
摘
・
ご
教
示
を
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
る
。

［
付
記

］
2

な
お
、
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
「
平
安
時
代
の
仏
書
訓

点
資
料
の
訓
読
と
漢
文
注
釈
書
」（
課
題
番
号

23K
J1181

）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

（
ぱ
く

け
ん
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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【
添
付
資
料
】
西
大
寺
本
に
見
え
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
一
覧

本
資
料
は
『
最
研
』
三
二
三
～
三
二
七
頁
に
基
づ
い
て
そ
の
釈
文
を
そ

の
ま
ま
移
し
、
虫
損
は
□
で
、
訂
正
は
取
り
消
し
線
の
後
ろ
に
［

］

で
、
脱
落
・
追
加
情
報
は
網
掛
け
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

片
仮
名
は
原
資
料
の
仮
名
を
、
平
仮
名
は
ヲ
コ
ト
点
を
表
す
。
（

）
は

春
日
訳
文
篇
頁
数
の
行
数
を
、【

】
は
当
該
巻
の
行
数
・
文
の
位
置
を
、

〖

〗
は
出
典
情
報
を
表
す
。

巻
一

①
説

聴

説

惣
名

一
時

（
一
ノ
四
）
【
二
・
右
傍
】

ト

ト

ル
ヲ

ク

と

〖
明
一
註
釈
ヵ
※
〗

②
色
身
住
家
也
又
凡
聖
共
居
此

共
居
所
也

（
一
ノ
四
）【
二
・
右
傍
】

ハ

〖
疏
〗

③
惣
別
相
ソ
［
門
］
＊
仮
名
な
し
（
例
か
ら
除
外
す
）（
一
ノ
七
）【
六
・
上
欄
】

〖
疏
〗

④
十
五

別
句
也

一
ノ
一
〇
）
【
八
・
上
欄
】
〖
疏
〗

ハ

⑤
止

居
也

（
一
一
ノ
一
九
）【
二
一
九
・
上
欄
】
〖
出
典
未
詳
〗

ハ

巻
二

⑥
〇
二
顕

諦

勧
令
知

（
二
二
ノ
一
一
）
【
九
・
右
傍
】
〖
疏
〗

シ

ヲ

⑦
即
摂
五
德

真
如

四
知

（
二
二
ノ
一
一
）
【
十
・
右
傍
】
〖
疏
〗

を

ト

ト
ナ
リ

⑧
三
勧

修

（
二
七
ノ
二
三
）【
一
三
四
・
右
傍
】
〖
疏
〗

ム

ヨ
ト

⑨
第
三
大
段
勧
修
行

（
三
〇
ノ
一
八
）
【
一
九
四
・
左
傍
】
〖
疏
〗

ヨ
ト

巻
三

⑩
〇
三
段
［
照
］
境
有
二
、
一
照

境

分
文
曰
［
斉
］

ス

ノ

ヲ
云

（
四
三
ノ
六
）
【
三
・
右
傍
＋
下
欄
】
〖
疏
〗

⑪
二
修
［
明
］

光
利
益

有
四

（
四
三
ノ
七
）
【
五
・
右
傍
】
〖
疏
〗

ス

ヲ

⑫
〇
一
明
時

處

（
四
三
ノ
七
）【
五
・
右
傍
】
〖
疏
〗

ト

ト
ヲ

⑬
釈

［
時
即
］
五
濁

時

處
即
祇
［
穢
］
国

〔
「
フ
」
は
處
字
ノ
肩
に

フ
？

ス

ノ

ソ

フ

ソ

打
っ
た
「
ト
イ
フ
ハ
」
点
符
〕

（
四
三
ノ
七
）
【
五
・
上
欄
】
〖
疏
〗

⑭
〇
二
明
照
境

（
四
三
ノ
七
）【
五
・
左
傍
】
〖
疏
〗

ヲ

⑮
〇
三
明
光
能
照

（
四
三
ノ
九
）【
七
・
右
傍
】
〖
疏
〗

ス
所
を

⑯
〇
四
正
修
光
益

中
有
四

（
四
三
ノ
一
〇
）【
八
・
右
傍
】
〖
疏
〗

ヲ

⑰
三
尋

光

詣

仏

（
四
三
ノ
一
二
）
【
十
・
右
傍
】
〖
疏
〗

ネ

を

を
・
い
ふ

ノ
所
に

⑱
二
所
請
主

（
四
三
ノ
一
五
）【
十
三
・
右
傍
】
〖
疏
〗

ヲ
云

⑲
三
所
為

幾

有
二

（
四
三
ノ
一
五
）【
一
三
・
右
傍
】
〖
疏
〗

（
機
）

ヲ
云

⑳
仏

具

二
知

＊
異
筆

（
四
四
ノ
九
）
【
二
七
・
右
傍
】

ノ

ヘ
ル

ソ

〖
疏
〗

㉑
四
結

勧

修
行

セ
ヨ

ト

（
四
五
ノ
一
八
）
【
五
九
・
左
傍
】
〖
疏
〗

テ
［
て
］

ム
［
む
］

㉒
二
讃
勝
勧
行

有
四
段

（
五
二
ノ
九
）
【
二
一
八
・
右
傍
】
〖
疏
〗

ヨ
ト

㉓
三
依

勧

修
学

（
五
三
ノ
二
〇
）
【
二
五
三
・
右
傍
】
〖
疏
〗

て

ル
ニ

ム
ト
云

㉔
四
引
己

為

証

（
五
四
ノ
八
）
【
二
六
五
・
右
傍
】
〖
疏
〗

レ
を

た
ま
ふ

ト

㉕
五
明
行

法

利
益

（
五
五
ノ
一
四
）
【
二
九
四
・
右
傍
】

た
ま
ふ
・
夫
ノ

を

ヲ

〖
疏
〗

㉖
六

釈
梵

述
成

（
五
六
ノ
二
〇
）
【
三
二
六
・
右
傍
】
〖
疏
〗

（
梵
釈
ヵ
）

ス

㉗
大
文
第
四
得
益
喜
行

（
五
七
ノ
三
）【
三
三
二
・
右
傍
】
〖
疏
〗

ス

巻
五

㉘
故

義
因

也

（
八
九
ノ
一
二
）【
二
一
六
・
下
欄
】

ハ

ソ
［
顛
倒
符
］

〖
出
典
未
詳
〗

㉙
上
来

正
宗
分
了
以
下
流
通
分
也
（
九
六
ノ
一
二
）【
三
五
七
・
行
下
】

ハ

〖
疏
〗

㉚
文
若
水

中

月

行
菩
提

行

.

我

亦
行

菩
薩

行

シ
ト
ス
ル
ヲ
ソ

二
ス
ト
ハ
イ
フ

一

ノ

ノ

ノ

ノ

ヲ

ソ
ヱ
ニ

モ

シ
キ

ノ

ヲ

二

一
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一
ロ
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此
自
見
也
意
云
観
唯
識
行
菩
薩
乗
亦
能
行
云
也
此
依
他
破
文
也
余
四

喩

准
此
之

モ

文
若
水

中

月

行
セ
ム

カ

菩
提

行

我

（
亦
）
行

菩
提
行

脱

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ヲ

モ

シ
キ

ヲ

二

一

三
シ
ト
念
テ

此
破
意
難
得
先
方
好
也

（
九
九
）
【
本
文
の
二
六
四
～
二
六
八
行
裏
】
〖
出
典
未
詳
〗

※
明
一
（
七
二
八
～
七
九
八
）『
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
』
巻
第
一
、「
言
一
時
者
。

第
二
總
標
説
教
時
也
。
興
公
云
…
…
即
説
聽
者
五
蘊
諸
法
刹
那
生
滅
前
後
相
續

事
緒
究
竟
。
總
稱
一
時
。
廣
如
慈
恩
法
華
疏
述
。
…
」
（
大
正
蔵
五
六
巻
・
七

一
八
頁
下
・
一
八
～
二
二
行
）。

． 




